富山空港利用促進貸切バス事業（国内線）助成金交付要綱
（目的）

第１条　富山空港を発展させる会（以下「発展させる会」という。）は、富山空港を利用した観光客の受入れを促進するため、富山空港国内線（定期、不定期を問わない。以下同じ。）の利用による県外からの団体旅行者（１０名以上の団体に限る。以下同じ。）が富山空港を起点・終点とした県内外移動用の貸切バスを利用する場合に、当該貸切バスの運行に係る費用の一部を助成する。

（助成対象者）
第２条　補助対象事業者は、日本旅行業協会又は全国旅行業協会加盟の旅行会社とする。
（助成対象事業）
第３条　助成対象事業は、次の要件のすべてに該当する事業とする。

(1)　県外団体旅行者の旅行日程が当該年度の７月１日から３月３１日に属するものであること。

(2)　富山空港と県内・県外地域との間で、貸切バスにより県外団体旅行者の送迎が行われること。

(3) 　当該県外団体旅行者が、富山空港国内線を往復又は片道で利用すること。

(4) 　県外団体旅行者が県内宿泊施設に１泊以上宿泊すること。

(5) 　富山県または公益社団法人とやま観光推進機構からその他の補助金、助成金等を受けていない団体旅行であること。

(6)  道路運送法（昭和26年6月1日法律第183号）の規定に違反しないこと。

（助成対象者の努力義務）

第４条　助成対象者は、極力、貸切バス事業者安全性評価認定制度の認定事業者のバスを利用するよう努めること。

（助成金交付額）
第５条　富山空港利用促進貸切バス事業助成金（以下「助成金」という。）の交付額は、貸切バス運行に係るバスの借上げ費及び有料道路の利用料金の２分の１の額又は貸切バス１台当たり３万円のいずれか低い額（最大４台分まで。富山空港国内線の片道利用の場合は、半額）とする。ただし、２分の１の額に１，０００円未満の端数が生じた場合は、これを切り捨てるものとする。

２　前項の規定にかかわらず、１１月１日から３月３１日までの間の富山－札幌便利用に係る助成金交付額については、同項中「３万円」とあるのは、「５万円」とする。

３　発展させる会会長（以下「会長」という。）は予算の範囲内で助成金を交付するものとし、必要と認めたときは、交付額の調整を行うことができる。

（助成金の交付申請）
第６条　助成金の交付を受けようとする者は、県外団体旅行者の旅行の出発日前までに助成金交付申請書（様式第１号）を会長に提出するものとする。
（助成金の交付決定）
第７条
　会長は、前条に規定する助成金交付申請書を受理した場合は、その内容を審査し、適当と認めたときは助成金の交付を決定してその旨通知するものとする。

（実績報告及び助成金の交付請求）
第８条　前条の規定により助成金の交付決定を受けた者は、事業が完了したときは、速やかに実績報告書（様式第２号）及び請求書（様式第３号）を会長に提出しなければならない。

（交付金額の確定及び交付）
第９条
会長は、前条に規定する実績報告書を受理した場合は、その内容を審査し、適当と認めたときは、助成金の額を確定しその旨を通知するものとする。

２
会長は前項の確定を行ったときは、速やかに助成金を交付するものとする。

（交付決定の取消し等）
第１０条
会長は、虚偽の申請又はその他不正の手段により助成金の交付を受けた者に対しては、交付決定を取消すことができる。この場合において、既に助成金が交付されていたときは、期限を定めてその返還を求めることができる。

（特例措置）

第１１条　気象条件等により予定していた便が欠航となり別の手段を利用した場合、会長が特に認めるときは助成金を交付することができる。
（その他）
第１２条　年度末をまたぐ旅程については、旅行終了日の属する年度において助成金を交付するものとする。
２　この要綱に定めるもののほか、必要な事項については会長が別に定める。
附
則
この要綱は、平成２８年７月１日から施行する。
この要綱は、平成２９年４月１日から施行する。
この要綱は、令和３年４月１日から施行する。
　　　

（様式第１号）
　　年　　月　　日
富山空港を発展させる会会長　殿
申請者　郵便番号 
住　　所
名称及び
代表者名

電話番号
富山空港利用促進貸切バス事業（国内線）助成金交付申請書
富山空港利用促進貸切バス事業（国内線）助成金交付要綱に基づく助成金の交付を受けたいので、同要綱第６条の規定により、交付申請書を提出します。
記

１
事業の名称


富山空港利用促進貸切バス事業（国内線）
２
助成金額


金　　　　　　　　　　　円

３　添付書類

①　旅行の行程
（日時、利用航空会社の名称・便名、観光地・宿泊施設の名称・所在地等が確認できるもの）
②　参加者名簿

（参加人数、出発地、団体予約名等が確認できるもの）
③　貸切バス代の見積書の写し

（あて先として旅行会社名、貸切バス運行会社の名称・連絡先を明記したもの）
４　　日本バス協会の貸切バス事業者安全性評価認定制度による認定を受けてないバス事業者を使用した場合の理由　（該当するものにチェックをしてください）

　□　認定事業者から対応不可との申し出があった。

　□　使用したバス事業者の営業所が出発地に最も近く、バスの走行距離が短くなるため。

　□　運輸局、運輸支局の行政処分を受けていないバス事業者であったため。

　□　その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
（様式第２号）
　　年　　月　　日
富山空港を発展させる会会長　殿
申請者　郵便番号 

住　　所
名称及び
代表者名

電話番号
富山空港利用促進貸切バス事業（国内線）助成金実績報告書

　　年　　月　　日付けで交付決定のありました富山空港利用促進貸切バス事業（国内線）について次のとおり実施しましたので、同助成金交付要綱８条の規定により、報告します。

記

１
事業の名称


富山空港利用促進貸切バス事業（国内線）
２
助成金額


金　　　　　　　　　　　円

３　添付書類

①　旅行の行程

（日時、利用航空会社の名称・便名、観光地・宿泊施設の名称・所在地等が確認できるもの）

②　参加者名簿

（参加人数、出発地、団体予約名等が確認できるもの）

③　貸切バス代の請求書又は領収書の写し

（あて先として旅行会社名、貸切バス運行会社の名称・連絡先を明記したもの）
（様式第３号）
　　年　　月　　日
富山空港を発展させる会会長　殿
申請者　郵便番号 

住　　所
名称及び
代表者名

電話番号
富山空港利用促進貸切バス事業（国内線）助成金請求書
　　年　　月　　日付けで交付決定通知のあった標記助成金について、下記のとおり請求いたします。
記
助成金請求額
金　　　　　　　　　　　　　　　　　円
	取引金融機関名
	
銀行
支店

	口座番号
	普通 ・ 当座

	口座名義
	カタカナ


